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法
門
の

説
示
に

至

る
の

で

あ
り、

加
持
は

こ

こ

で

な
さ

れ

る
。

説
示
の

方

法
も
鳥
Φ

鐙
望
o
鼠

だ

け
で

な

く
、

巴
ロ

倒
ロ
餌

図
節

二”
コ

贏
o
似

感
蜜
鋤
け

广

乱
嘗
画
O

甲

く
幾

二

と

多

様
と

な

る
。

以

上
の

無
功
用

な
る

菩
薩
に

よ

る

菩
薩
行
の

完

成
は

次
の

第
十
地
に

お

い

て

説
か

れ
る

が、

そ

れ
は

別
稿
に

譲
り
た
い

。

日

本
律
蔵
関
係
章
疏

に

み

ら

れ

る

　
　

朝
鮮
仏
教
認
識
に

つ

い

て

　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

福

　
士

　
慈

　
稔

　
「

十
二

世

紀
末
ま

で

の

日

本
各

宗
の

新
羅
・

高
麗
仏

教
に

対
す

る

認
識

に

つ

い

て

の

研
究
」

の
一

環
と
し

て
、

十
四
世

紀
頃
ま
で

の

日

本
各
宗
の

戒
律
関
係
章
疏
に

引
用
さ

れ
る
新

羅
諸
師
名
及
び

新
羅
諸
師
章
疏
の

整
理

を

行
い

日

本
各
宗
の

新
羅
仏
教
認

識
を

窺
っ

て

み

た
。

対
象
資
料
は

大
正

新
修
大
蔵
経

・

目

本
大
蔵
経
・

大
日

本
仏
教
全

書
中
の

十
四
世

紀
頃
ま

で

の

日

本
各
宗
の

戒
律

関
係
章
疏
と
し、

本
研
究
が

主

研
究
の
】

環

研
究
で

あ
る

た
め

浄
土

宗
系
・

禅
宗
系、

ま
た
日

蓮
宗
等
の

鎌
倉
時
代
成
立
の

宗

派
は

対
象

外
と

し
た

。

法

相
宗
些

師
8
部、

律
宗
12
師
27
部

、

真
言

宗
2

師
2
部、

真
言
律
宗
4
師
8
部、

天
台

宗
8
師
12
部

、

華

厳
宗
工

師
7

部
、

不
明
1
師
1
部、

計
32
師
65
部
の

章
疏
を

整
理
し

た

結
果

、

各
宗
で

次
の

よ

う
な

新
羅
章
疏
を

引
用
し

て

い

る
こ

と

が

判
明
し
た

。

【

法

相
宗
】

元
嶢
（
典
拠
不
明
）

、

憬
興
（
典
拠

不
明
）

『

法
苑

義
林
記
』

、

道
證
（

典
拠
不

明
）

、

義
寂
『

菩
薩
戒
本
疏
』

、

太
賢
『

菩

薩
戒
本
宗
要
』

『

梵
網
経
古
迹

記
』

【

律
宗
】

円
測
「

解
深

密
経
疏
』

、
　一
兀

曉
『

苙
具

隆

戒
本
持
犯
要
記
』

　
2

　
『

迎
仂

伽
宗
要
』

『

梵

網
経

菩
薩
戒
本
私
記
』

『

中
辺

分
別
論
疏
』

『

起
信
論
疏
』

『

二

障

義
』

、

憬
興
『

観
無
量

寿
経

疏
』

『

踰

伽
論

抄
』

、

勝
莊
『

梵
網
経

菩
薩
戒
本
述
記
」

、

義
寂
『

菩
薩

戒
本
疏
』

5
、

遁
倫
『

瑜
伽
論
記
』

11
、

太
賢
『

梵
網
経
古
迹

記
』

8
『

菩
薩
戒
本
宗
要
』

6
『

起
信
論
内
義
略
探

記
』

『

大
浬

槃
経
述
記
』

『

成
唯
識
論
古
迹

記
』

【

真

言
宗
】

円
測
『

仁
王

般
若
経

疏
』

、

義
寂
『

菩
薩
戒

本
疏
』

、

太

賢

『

梵
網
経
古
迹

記
』

【

真
言
律

宗
】

円
測
〔
典

拠
不
明）

2
『

仁
王

経
疏』
、

元
曉
『

菩
薩

戒
本

持
犯
要
記
』

2
『

梵

網
経
菩
薩
戒
本
私
記
』

2
『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
疏
』

2
『

遊
心
安
樂
道
』

、

憬
興
『

渥
槃
経
述

賛
』

〔
典

拠
不
明）

、

勝

莊
『

梵

網
経
菩
薩
戒
本
述
記』

2
、

義
寂
『

梵
網

戒

本
疏
』

4
『
菩
薩

戒
本
私

記
』

『

無
量

寿
経
述
記
』 、

遁
倫
『

瑜
伽
論
記
』

4、

太

賢
『

梵
網
経
古
迹

記
』

5
『

菩
薩
戒

本
宗
要
』

2
『

成
唯
識
論

古
迹

記
』

2
『

浬
槃
経

古
迹

記
』

、

不
可
思

議
『

大
毘

盧
遮
那
経
供

養
次
第
法
疏
』

【

天
台
宗
】

円

測
（
典
拠
不
明
）

2
、

元
曉
『

梵
網
戒
本
持
犯

要
記
』

2

『

梵

網
経
菩
薩
戒
本
私
記
』

、

憬
興
（
典
拠
不
明
）

、

勝
莊
『

梵
網
経
菩
薩

戒
本

述
記
』

、

義
寂
『

菩
薩
戒
本
疏
』

5、

太

賢
『

梵
綱
経
古
迹
記
』

4

『

菩
薩

戒
本
宗
要
』

【

華
厳
宗
】

元

曉
『

梵

網
経
菩

薩
戒

本
私

記
』

『

菩

薩
戒
本

持
犯
要

記
』

『

一

道
義
章
』

、

憬
興
『

瑜
伽
抄』

2
『

観
無
量
寿
経
疏』
、

勝
莊
（
典
拠

不
明）

『

梵
網
経
菩

薩
戒
本
述
記
』

、

義
寂
『

菩

薩
戒
本
疏
』

、

遁
倫
『

瑜

伽
論
記
』

4、

太
賢
『

菩

薩
戒
本
宗
要
」

『

梵
網
経
古
迹

記
』

4

　
更
に

日

本
各
宗
の

戒
律

関
係

章
疏
の

新
羅

諸
師

章
疏

引
用
整
理
か

ら、

各
宗
の

表
無
表
章
関
係
章
疏
及
び
四

分

律
関
係
章
疏
に

は

新
羅
諸
師
章
疏
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の

引
用
が

少
な
い

こ

と
、

逆
に

菩

薩
戒
関
係
章
疏

及
び

梵
網
経
関

係
章
疏

に

引
用
が

多
い

こ

と

が

判
明
し
た

。

　
ま

た

各

宗
の

戒
律
関
係
章
疏

作
製
の

空
白

的
時
間、

法
相
宗
で

の

善
珠

（

轟
゜。

山
羇）

と

貞
慶
（
目

一

密
−

旨
お）

の

聞、

律
宗
で

の

元

開
（
ミ
リ
ー）

と

実
範
（
山
一

瞳）

の

間、

真
言
宗
で

の

空

海
（

戔
个
゜。

額）

と

宥
快
（
一

恕
守

置
H
 
）

の

間、

天

台
宗
で

の

源
信
（
O

誌
亠
O

嵩
）

と

円
琳
（
目
刈

や）

の

間

と

い

う
研
究
空
白
の

時
間
が

あ
る

こ

と

が

判
明
し、

十
二

世
紀
以

前
の

戒

律
関
係
章
疏
に

新
羅
諸
師
の

引
用
が

少
な
く、

あ
っ

て

も
引
用
頻

度
は

僅

か

で

あ
る

こ

と、

逆
に

十
二

世
紀
以
降
の

戒
律
関
係
章
疏
に

新
羅

諸
師
引

用
が

多
く
な
る

こ

と

が

判
明
し
た

。

特
に

十
二

世
紀
後
半
か

ら

は

律
宗
や

真
言
律
宗
で

は

太

賢
の

『

菩

薩
戒
本
宗
要
』

『

梵
網
経
古
迹

記
』

、

元

暁
の

『

梵
網
戒
本
持
犯
要
記』

等
の

注
釈
書
が

著
さ
れ、

中
国
諸
師
章
疏
の

引

用
を
凌
駕
す
る

ほ

ど

に

も
な
っ

て

い

る

こ

と

が

窺
わ

れ
る

。

　

尚
、

本
発
表
は

平
成
一

八
−
平

成
二
］

年
度

科
学
研
究
補
助
金
基
盤

研

究
（
C
）

「

十
二

世
紀
末
ま
で

の

日

本
各
宗
に

み

ら
れ

る

新
羅
・

高
麗
仏
教

に

対

す
る

認
識
に

関
す
る

研
究
」

（
課
題

番
号
一

八
五
二

〇
〇

四
五
）

に

よ

る

研
究
成
果
の
一

部
で

あ
る

。

華
厳
思
想
に

お

け

る

理

と

事

　
　
　
　

プ

ラ
ト
ニ

ズ
ム

を

見
る

ー
宮
　
野
　
升
　
宏

　
法

蔵
の

『

華
厳
経
探
玄
記
』

（
国

訳
一

切
経
所

収）

に

よ
っ

て

「

事
事

無
擬
」

の

根
拠
と

し

て

の

「

理
と

事
」

の

意
味
合
い

を

明
ら

か

に

し
て

み

た
い

。

先
ず、

「

能
詮
の

教
体
」

の

説
（
巻
第
一
、

第
六

章）

に

注
目
す

る
。

A
「

理
事
無
礙
」

に

つ

い

て

は
、

e
コ

切
の

教
法
は

挙
体
真
如
な

る

も

事
相
の

歴
然
と

し

て

差

別
す
る
こ

と

を

礙
へ

ざ
る
」

と
、

ま

た

O

「

真
如
の

挙
体
が
一

切

法
と

為
る
も
一

味
湛
然
と

し
て

平

等
た
る

こ

と

を

礙
へ

ざ
る
」

と

説
く

。

「

事
」

と

し
て

の

諸
の

教
法
が

「

理
」

と

し
て

の

真
如
で

あ
っ

て

も

諸
教

法
を
差
別
す
る

こ

と

を

礙
げ
る

こ

と

は
な
い
、

そ

し

て
、

「

理
」

と

し
て

の
一

体
的
な

真
如
が

「

事
」

と

し

て

の

諸
法

を

「

つ

く

り
あ

げ
る

〔

為
〕

」

と

し

て

も

真
如
の
一

味
平

等
を

礙
げ
る

こ

と

は

な
い
、

と

い

う
こ

と
で

あ
る

。

法

蔵
は

さ

ら

に、

波
は

湿
性
〔

湿
体〕

を

も
つ

水
と
一

つ

で

あ
る

〔

即〕

と

し
て

も
そ

の

動
相
は

礙
げ
な

い
、

そ

し

て
、

水
は

差
別
相
を
も
つ

波
と
一

つ

で

あ
る

と

し

て

も

湿
性
を

失
す

る

こ

と

は

な
い

と
、

喩
言
を

与
え
る

。

か

く
し

て、

「

理
と

事
と

は

混
融

無

礙
に

し
て、

唯
一

の

無
住
不
二

の

法
門
あ
る

の

み
」

と

な

る
。

凝
然
は、

「

理
事

融
通
し

て
、

こ

の

無
礙
を

具
す
る

を
、

理
に

異
な

ら
ざ
る

の
一

と

謂
ふ

。

事
に

具
に

理
を

摂
す
る

時
、

か

の

理
に

異
な

ら

ざ
る

の

多
事
を
し

て
、

所
依
の

理
に

随
ひ

て
一

の

中
に

皆
現
ぜ
し

む
。

」

（

『

華
厳
法
界
義
鏡』

「

法

性
融
通
」

）

と

述
べ

る
。

B
「

事
事
無

礙
」

に

つ

い

て

は
、

Bl

一

「

事
事

相
在
（

相
入

、

相
容）
」

（

一

在
一

切
巾
）

と

B
ー

二

「

事
事
相
是

（

相
即）
」

（
一

即
一

切
）

と

い

う
二

側
面
か

ら

説
か

れ

る
。

す
な
わ

ち
、

理

事

無
礙
を

前
提
と
す

れ

ば、
　｝

教
法
（
事
〉

は

全
く

「

真
理
」

（
理
）

で

あ
り

得
る

。

と
こ

ろ

が
、

「

真
理
」

は
一

切
の

事

2

切

法）

の

中
に

遍
在
す
る、

そ

し
て

ま

た
、

そ
れ

と

為
る

。

そ
れ

ゆ

え
に、

理
に

同
ず
る

一

の

教
法
も
理
の

ご
と

く
し

て
、

他
の
…

切
の

事
（
一

切
法）

の

中
に

遍

在
す
る、

そ

し
て

ま
た
、

即
ち
是
れ

そ
れ
で

あ
る

。

〔
こ

の

二

は

…
」

と

逆
の

コ

切
は

…
」

の

方
も
同

様
に

立
て

得
る

。

）

と

こ

ろ

で、

す
で
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